図形への応用（基礎の確認）

１　右図のように１辺が30mの正方形の土地の

　周囲に幅が2mの道がある。
　(1)道の面積を求めなさい。
　(2)道の中央に引いたセンターラインの長さℓを
　　求めなさい。
２　半径が8 ｍの円形の土地の周囲に幅2 ｍの

　　道を右図のように作った。道の真ん中を通る

　　線の１周を
[image: image1.wmf]l

 ｍとする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　(1)道の面積を求めなさい。
　(2)ℓの長さを求めなさい。
図形への応用１

１　１辺がa ｍの正方形の土地の周囲に幅b ｍの

　　道を右図のように作った。道の真ん中を通る

　　線の１周を
[image: image2.wmf]l

 ｍとし、道の面積をＳm2とする。

　　このとき、S＝b
[image: image3.wmf]l

となることを説明しなさい。

２　半径がa ｍの円形の土地の周囲に幅b ｍの

　　道を右図のように作った。道の真ん中を通る

　　線の１周を
[image: image4.wmf]l

 ｍとし、道の面積をＳcm2とする

　　このとき、S＝b
[image: image5.wmf]l

となることを説明しなさい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

図形への応用（基礎の確認）

１　(1)
大きい正方形＝34×34＝1156


小さい正方形＝30×30＝900


1156－900＝256m2　　

　　(2)
センターラインは１辺が32mの正方形になっている。


32×4＝128m
２　(1)
大きい円＝10×10×π＝100π


小さい円＝8×8×π＝64π


100π－64π＝36πm2　　　

　　(2)
ℓの線は半径が9mの円になっている。


9×2×π＝18πm
[確認]
円の面積　＝πr2（半径×半径×π）


円周の長さ＝2πr（直径×π）
図形への応用１

１　１辺がa ｍの正方形の土地の周囲に幅b ｍの

　　道を右図のように作った。道の真ん中を通る

　　線の１周を
[image: image6.wmf]l

 ｍとし、道の面積をＳm2とする。

　　このとき、S＝b
[image: image7.wmf]l

となることを説明しなさい。　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　S
＝(a＋2b)2－a2
　　
＝a2＋4ab＋b2－a2
　　
＝4ab＋4b2

　　bℓ
＝b×ℓ


＝b×(a＋b)×4
　　
＝4b(a＋b)

＝4ab＋4b2

　　だから　S＝bℓになる。

２　半径がa ｍの円形の土地の周囲に幅b ｍの

　　道を右図のように作った。道の真ん中を通る

　　線の１周を
[image: image8.wmf]l

 ｍとし、道の面積をＳcm2とする。
　　このとき、S＝b
[image: image9.wmf]l

となることを説明しなさい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　S
＝π(a＋b)2－πa2
　　
＝πa2＋2πab＋πb2－πa2
　　
＝2πab＋πb2

　　bℓ
＝b×ℓ


＝b×(2a＋b)×π

　　
＝πb(2a＋b)


＝2πab＋πb2

　　だから　S＝bℓになる。
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(確認)


円の面積　＝





円周の長さ＝
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